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「逆風」を「チャンス」に／
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l
はじめに

（株）アクティブは．今年で開設10周年を迎える。

代表取締役の阪束をはじめ．アクティブのスタッフ

を交えて10年を振り返り．10年後のスタンダード

を語り合った。

l
10年後の展望

軽部・理学療法士（以下．－の箇所）改めま

して．シンポジウムお疲れ株でした。，「10年後のス

タンダード」が大きなテーマでしたが．10年後の

地域リハビリテーション（以下．リハ）への展望を

聞かせてもらえればと思います。

阪棄10年後なんて分からへん（笑）。数年先も

読めないのに．10年後なんて分かるわけないこ．介

護保険・医療保険の改正があり．いろんなことに左

右されるわけなんでこ．ただ．この10年を振り返ると．

今まで傍らが「利用者さんをなんとか外に連れ出そ

う／」とイベントとか．セミナーとかいろんなこと

をしてきて．それがうちの会社の中では当たり前に

なってきて．世の中でも活動・参加がいわれるよう

になって。目の白眉こある課題というか「壁」をなん

とかしようと．いろんな手段を考えてこ，それが形に

なったし．世の中の流れと一致したんじゃないかと。

意外とコツコツやってきたんですよ．傍らは（笑）。

－　意外とちゃんと考えているんだ／と（笑）こ．

では．今アクティブが．地域リハの現場が直面して

いる課題って何でしょう？

板東「連動」というか，「橋渡し」かな？利用

者に何が必要かと考えたら．うちの会社だけじゃな

くて．地域全体がうまく連動しないと．。アクティブ

だけ考えても．看護と介護・リハビリ．適所．個々

の事業に孤む感を感じるというか．利用者さんとこ

んなことやってみたい．あんなことやりたい思って

も．まだまだ展開していきづらいと感じることがあ

ります。それぞれの部門の橋渡しが大事やなって

思って．まず社内を整理していきたいということで．

「心意気実践チーム」をつくりました。

名前はちょっと．センスないかもしれんけど（笑）。

活動・参加へのアプローチや生活行為向Lという見

方を．スタッフ背が同じようにもてるように．利用

者の想いをあらゆる手段で実現できるようlトL・チー

ムをつくりました．。

－　この方向に進んでいくんだ／というのを分

かりやすくスタッフに見せるためのチーム？

軽部　そうですね。アクティブは在宅分野の看護

やリハ．適所介護だけでなく．新しい事業も始めて

いきます。各■甚業が．利用者のニーズに合わせて連

動できるようにしていきたい。

－　その新しい事業の中でも「業務提携クリ

ニックの開設」については．大きな挑戦かと思いま

すし．なかなか考えつかないであろうアイデア。中
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心となって準備している碓井さん（取締役・言語聴

覚七）から．詳しくお願いできますか？

碓井　前から提携クリニックがあれば．もっとい

ろんなことができるだろうと思ってて。じゃあ．本

気でやろうと思ったら医師という存在が必要。さま

ざまな方面に相談もしたんですが．最終的に思いつ

いたのがNきん1。うちの訪問の利用者さんでした

（笑）。脳幹出血の医師の方です．。昔からイベントに

出てもらったり．社外報に寄稿してもらったり．い

ろいろとやってもらってましたね。

Nきんに協力をお願いした理111は．私たちのこと

をよく分かってくれている点と．当事者であるとい

う点です．。当事者だからこそできる支援。これって

強みになるかなと思うんです。Nさんの復職は．究

極の「活動」「参加」にもなるんじゃないですか。

あと．個人的な想いとしては．「雇用を安定させ

たい」ということがありますね。職員へよい仕事を

つくり．待遇面の安定と向上を図りたいですね。自

分たちの仕事が不安定な状態で利用者さんの「おも

ろいこと」を支えることなんてできないと思うんで

す。あとは理想ですが．近江商人の『三方よし』風

に「社員よし．利用者よし．地域よし」になればよ

いかと考えています。

l
「おもろいこと」を形にする

－　おもろいこと．といえば一番の例が「失語

症漫才」ですね（笑）1。就労支援でもあるし。

碓井「失語症と片麻樺を武器にする」という逆

転の発想ですja。．アクティブの利用者である脳出血

後退症で右片麻吼　失語症の方と一緒にいろんな

試みをしています。理学療法士（PT）．作業療法七

（OT）．言語聴党士（ST）養成校での実技モデルと

して講師で招いてもらって．利用者さんがモデル代

をしっかりいただいています。そして．もっと活躍

できる槻所探しの営業として．「失語症捜才」をし

ています。新人STと学園祭や学会で漫才を披露し

てもらってます。

本当は．就労支援という理由は後づけなんです。

失語症で捜才してるって．「おもろいんちゃう」が

1l：

先です。もっといい加減な始まりなんです（笑）。

－　でも．「おもろいこと」をちゃんと利用者

きんの収入にもつなげるという，おもろいで終わら

ずに形にするというのは理想的ですね。話は変わり

ますが．他の新事業としては介護戦H実務者研修会

の開催や訪問介護ガイドステーションの設孜などが

あります。就労支援のカフェは2店舗日がオープン

しました。

阪乗　どこまで公に．具体的に糾してええんやろ

う．と思うんですけど（苦笑）。いろんなことをや

ろうとすると．急には反発があるやろうとか．いろ

いろ考えちゃうんですよ（苦笑）。でも．やっぱり

利用者さんを．とにかく自立する方向にもっていく

ために．もちろん自立といってもその人ができるこ

とをちゃんと日常生活でやるっていう意味で，何で

もかんでも自分でやらなあかんっていうことじゃな

く．利用者さんが生活の中で．地域の中で「役割づ

くり」ができればと思って新しい事業にチャレンジ

します。

まあ．堅い感じじゃなくて，利用者さんの「ちょっ

とした強み」を活かして「ちょっとした役割づくり」

ができれば。そのサポートをするための体制づくり

です。

看護やリハだけでなく．ヘルパーさんにも活動・

参加の視点をもってはしいですし．そうしたヘル

パーさんを育成したい。利用者きんを外に連れ出し

たいのなら．アクティブでガイドヘルパー事業所を

すればいい。そういう考えで新事業をやっていきま

す。

でも．どれだけ事菜展開をしていったとしても．

その中でもセンスのある人が一歩先を行って．形に

して周りに見せていってもらわないと．会社だけで

なく地域全体をみても進んでいかないんじゃないか

と思うんです。

－　なるほど。では．アクティブの巾でも一歩

先行くOT（笑）．利用者さんと沖縄旅行までしちゃ

う，先行くというか飛んでいってるOT．伊藤さん

（人材開発室・心意気実践チームリーダー・作業療

法士）にお聞きします。アクティブは．どんなこと
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■瞥

を「形にしてみせていく」んでしょうか？

伊藤　僕たちは．自立支援を必要としている方々

のフアシリテ一夕ー（世話人）になりたいですja。

日立支援の観点で．社内外の人や物を有効活用して

活動・参加につなげていければいいんじゃないです

かね：あそこの事業所の誰だれさんにはこんなこと

が頼める．あの人とはこんなことができた．という
‾′実例」をつくっていって，モデルケースとなりう

る‾実例」を積み重ねて．それを世の中にちゃんと

肇丁．iしていきたいです。

学会発表や．アクティブの公式プログを充実させ

1りとか。利用者さんが，「今度あそこに行きたい．

あそこに行ってこんなことがしたい／」という心忠

夫を．すぐに形にして実現できるようにしたい。．そ

・つための体制づくりが新■押葉の目的になっていま

丁　そんな「アクティブ・リハビリ訪問介護ガイド

ステーション」をつくりたいと考えています。

l
活動・参加を多職積で

－　新事業の下で事例を積み重ねて，「事例集」

を出したいですね。それと．ケアマネさんやヘルパー

きんとか他職種の人たちをもっと巻き込んで活動・

参加を形にしたいですよね．。

伊藤　あとは介護職実務者研修を開催して社内外

／）PT・OT・STに限らず．特に介護職の方々の人

吋開発をしたいですね。雇用や職域の拡大になるし．

多往な雇用の形・内容があれば．その人の適性や強

丸を活かしたジョブマッチングができますんで。

－　それらを実践するうえで．人材開発・教育

・つ面での課題や10年後の展望はどうでしょうか？

伊藤　まずですね．職業人。医療介護職としてこ

こまではできなきゃいけない．知っておかなきゃい

けないという最低限の「スタンダード」はあると思っ

てまして。それらの引き上げが，大きな課題と感じ

ています。

あとは．現場で成果を上げるために何が必要か．

その資質や行動指針として．「アクティブ・コンビ

テンシー」の運用ですね。社内でも．まだまだ周知

されていないですが。仕事に行き詰ったり．悩んだ

りした時に戻ることができる．道しるべというか指

標みたいなもの．そういう「軸」をつくって．「仕

事を自分のモノにできる」．キャリア自律した職員

を育成できる会社になりたいと思っています。

－　では．最後に改めて10年後のスタンダー

ドについて阪棄さんからお願いします。

販乗　やっぱり分からへん（笑）。僕ね1日の前

に課題が出てこないと．手段なんて分かんないんで

すよ。今までもそうやってきて，思い返すと目の前

のこと．利用者さんのことを1つひとつ．コツコツ

とやってきて．今のアクティブがあるんじゃないか

と。そやからそう言ったことの先に．スタンダード

があると思います。

ほんと．どんな形かは分からない。ただ．利用者

さんも．スタッフも．ボランティアとか地域の人も．

いろんな人が自分の強みを活かして関わっていく。

そうした取り組みを1つひとつコツコツやっていく

ことが．理想の姿だとは考えてます。そして．そう

したことを．しっかりと形にして．収入につながる

ものはしっかりとつなげていくこと。そうしたこと

がアクティブとしての目標ですし．10年後のスタ

ンダードになっていたら．素敵やなあと思います。

－10年後が楽しみですね／皆さん．ありが

とうございました。
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